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　5月13、14日 水戸芸術館 水戸

室内管弦楽団（MCO）第111回定期

演奏会 、5月16日 東京公演

東京 、開催 。今

回 演奏会 水戸室内管弦楽団

迎 2人 共演者 、偶然

、 南米生 音楽家

。

　 、今回 初共演 指揮者

・ 氏 、南 大

陸 北部、 海 面

出身 。世界的 有名

音楽教育「 ・

」 学 、現在 数々

歌劇場 指揮台 立 、各国

共演 重 。MCO

多 共通 ・

・ 、2011、14、18、

19年 4回 共演 、小澤征

爾総監督 信頼 厚 、2018年

・ 創立120周年

・ ・ 小澤総監督

同 舞台 立 。 昨年

、小澤征爾音楽塾首席指揮者就任

話題 呼 。

　 一人 、現代最高峰

称 ・

氏 、 首都

生 。MCO

2017年 第99回定期演奏会以来、

18年、19年、 禍 挟

22年 共演 重 、今

回 5度目 共演 （

別府 音楽祭 共

同制作）。 氏

演奏 作品 、

協奏曲第1、2番（小澤総監

督指揮。CD発売）、

協奏曲第1番、

協奏

曲、 、彼女

長年弾 続 、大切

名曲 選

、 回

生 。今回

共演 選 協奏

曲 、 氏

名声 築 1曲 知

。5月 演奏 聴

、期待 高 。

　 発祥 音楽

世界 、南米出身 音楽家 数多

活躍 。演奏家 関 言

、 氏

（1941年生） 、同年代

・ ・ （1941年生）

・ （1942年生）

巨匠 、一

世代上 指揮者 ・
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マルタ・アルゲリッチとディエゴ・マテウス
南米の二つの国が育んだ二人の音楽性 文：篠田大基

©堀田力丸

アルゲリッチと水戸室内管弦楽団の共演
第109回定期演奏会より ©大窪道治



（1930～2004） 。

生

（5歳

亡命）、南米

離 土地 育 、彼 音

楽性 大 影響 与

（ 関 、片山杜秀氏

『 核心』 興味深 論考

）。 隣国

・ （1903～1991）、

・ （1944

～2021） 大

。 出身 指揮者 作曲家

・ （1938年生）

、 修行時代 小澤征

爾氏 、北 中

心 活躍 。若 世代

・ （1981年生）

・ （1984年生） 、

・ 出身 音

楽家 注目 集 。

　 、「南米」 一口 大

陸 北 南 、風土 国 歴史

文化 異 。私 「 」

言葉 、 「情熱的」「陽

気」「自由」

持 、上述

演奏家 眺 、

一様 当

。 演奏 特徴

異 。 、

表面的 排 南米

国 歴史 文化 掘 下

、 生 育 音楽家

音楽性 歴史 文化 無関係

気 付

。 、5月 演奏会 出演

・ 氏 ・

氏 故国

音楽

受容 紹介 、

国 育 二人 音楽

性 源泉 探 思 。

アルゼンチン
～移民の国のコスモポリタン性～
　 氏 生

首都 、「南米

」 呼 、 風

街並 有名 。 風景

氏 音楽 通

言 。

氏 19世紀

派音楽

、故国 作曲家

音楽 弾

、頻度 、

作品 比 決 多

。 点 、 非 圏

多 演奏家、

北欧 東欧 演奏家 、自国

生 音楽 大切

精力的 取 組 姿勢 、違

態度 思 。 氏

故国 音楽 軽

決 。

氏 「 音楽家」

、国境 民族 垣根 超越

「 音楽家」 言

。

、 「 性」

、 「 」

、

風 街並 思 起

考 。

歴史 紐解 。

「春の香りがした。北の遅い春の香

り。私は春の香りが好きだ。木々が

茂る鮮やかな緑にまじり、ところど

ころ白樺で真っ白になった丘の間

を鉄道は走る。〔中略〕大好きな季

節に気づかずに過ごすところだっ

た。九月のアルゼンチンの花咲く大

草原で、春に会えることばかり楽し

みにしていた。」（プロコフィエフ 

1918年5月19日の日記より）

　1918年5月、交響曲第1番〈古典

的〉（今回 演奏会 取 上

1曲） 初演 終 気鋭

作曲家 、 革

命 動乱 避 鉄

道 飛 乗 。彼 、

日本 経由

渡航 計画 、

列車 語 勉強

。結局彼 日本 南米行

船 乗 、 経

由 北 渡

、 鉄道 車内 綴

日記 、

憧 伝 。彼

目指 理由 明

。 、当時

経済発展著 、特

首都 文化的

優 水準 。

大 魅力

。

　 移民 国 。19

世紀後半、輸出産業 発展 伴 人

手不足 補 移民 受 入

緩和 結果、

各国 多数 移民 流

入 。1854年 人

口9万人 小 街

、1895年 人口67万人

急速 膨 上 、20世紀

人口100万人 超 南米最大

都市 変貌 遂 。

　 恵 生

活 打開

移住 人々 夢見 、故

国 叶 中流階級 生活

。 街

都会 模 作 、移民

風 生活 好

。移民 中 大多数 占

人 熱

望 、1908年、 ・ 座 外
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観 彷彿 ・ （

劇場） 完成 。 落

大作〈 〉。

市民 熱狂

。1918年 出国

、

、 変 生活

送 期待 。

　当時 演奏家 、

数多 訪

。四季 逆転 南半球 、

・ 演奏活

動 都合 良 、多

演奏家 1 月

以上 長期滞在 。

氏 生 1940年代

、 、

、 、 、

、 、綺羅

星 如 演奏家

演奏 。 、当時

音楽

濃縮 状況

。少女時代 氏 母

親 連 高名

演奏 聴 、面会 腕前

披露 、

。後 師事

・ 交流 、

始 。

　 土地 作

風 世界。 生

人々 渇望 、憧

自分 貪欲 取 込

強靭 。 土壌 、

氏 性 育

。5月 演奏

協奏曲 、

性 十全 発揮 音楽

。 自身

「 ＝ 精神

作曲 」 語 、

縁 深 地方

音楽、更 要素 取 入

、 音

楽 。

ベネズエラ
～エル・システマが伝えるもの～
　 移民

音楽 受 入 、急速 根付

対 、

音楽 発展

。

1930年代 交響楽団

創設 、国 支援 受 活

動 開始 、団員 大多数

外国人 、1970年代 、

「一般 人

活動 」 考

。聴衆 富裕層

一部 限 、一般 普及

。 ・ 出

身 ・ 管弦

楽団 入団 奏者

・ （1985年生） 、9

歳 音楽教室 訪 、

語 。

「衝撃的なものを見たのです。それ

は、コントラバスという楽器でした。

当時、僕はまだコントラバスという

楽器が、どういう音を出し、どのよう

に弾くのかもわかりませんでした。」

（山田真一『エル・システマ―音楽

で貧困を救う南米ベネズエラの社

会政策』53頁）

　 音楽

全 聴

。 ・ 状況

活動 開始 、

音楽 着実 根付

。

　 ・ 音楽家 ・

・ （1939～2018）

1975年 首都

、 人 国立

・

端 発 。最初 集

8人。演奏 基礎 不十

分 、 団員

集 国内外 演奏活動

精力的 展開 、 演奏

楽 広 伝

、創設 1年後 150人近 規

模 成長 。 1977年

政府 経済支援 得

、 以外 街

・ 組織 動

広 、 地方支部

。1978年、国立 ・

現在 名称

・ ・ 改称。

1979年 活動 楽器

教育事業 運営 FESNOJIV＝

Fundación del Estado para el 

S i s t e m a  N a c i o n a l  d e  l a s  

Orquestas Juveniles e Infantiles 

de Venezuela（ 児童

青少年 国民的

国家財団） 設立

。「 ・ 」（＝ ）

名称 組織名 由来 。

　 ・ 最大 特徴 、政

府 支援 子 無

償 楽器 音楽指導 提供

点 。 、高校生以

上 所属 ・

入団 奨学金 支払 、

合格 構成
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選抜 入団

扱 給金 支払

。 貧困対策 犯罪 非

行 抑止 、

社会政策 一環 推進

、世界的 注目 集

。 ・ 現在、

国内 60万人 子

学 「世界最大 音楽教室」

。

　 忘

、 ・ 、 社

会政策 連動 音楽 裾野 広

役割 、選抜

通 優秀 子

高 、育成 役割 担

点 。 ・ 氏

・ 出身 世界的

評価 勝 取 音楽家 数多 登

場 、 ・ 注目

理由 一 。 底辺

広 頂上 高

。 2 役割 原点

何 。 、

子 伝

、 演奏 楽

思 。1975年

人 ・

立 上 、演

奏 基礎 子

演奏会 舞台 立 、

短期間 国内外 数多 演奏会

経験 。 、音楽

喜 何度 味 、音楽

楽 際限 、 言

。現在 、

・ 学 子 、楽

器 十分 弾 段階

入 合奏 経験

。 氏 次

語 。

「〔エル・システマでは〕日本とは違

い、個人練習から楽器を始めるの

ではなく、いきなりオーケストラの

一員として弾くんです。楽器が弾け

なくてもやる。オーケストラという

集団の中で演奏できることがすご

く好きで、それがモチベーションに

なりました。その中にいるだけでも

楽しいから、弾きたいという気持ち

になれたんです。」（小澤征爾音楽

塾のインタビューより）

　 氏 「〔集団 〕中

楽 」 言葉 印象的

。 楽 感

、彼 労力 惜

団員 、

音楽 良 練 上

。5月 演奏会 前半

氏 指揮

交響曲第1番〈古典〉

〈 〉組曲 、

MCO 過去 小澤征爾総監督

指揮 作品 （〈古典〉交響曲

2000年 第41回定期 久慈公演、

〈 〉組曲 1998年

公演 第33回定期 演奏。CD

発売）。小澤総監督 作

MCO 音楽 、小澤総監督 信頼

寄 氏 新 息吹

与 。 演奏

生 、5月 演奏会

楽 。

●参考文献

片山杜秀『クラシックの核心―バッハから
グールドまで』（河出書房新社・2014年）

バレンボイム，ダニエル『ダニエル・バレ
ンボイム自伝』蓑田洋子訳 増補改訂版
（音楽之友社・2003年）

プロコフィエフ，セルゲイ「プロコフィエ
フ 日本滞在日記」サブリナ・エレオノー
ラ、豊田菜穂子訳『プロコフィエフ短編
集』所収、165-209頁（群像社・2009年）

ベラミー，オリヴィエ『マルタ・アルゲ
リッチ―子供と魔法』藤本優子訳（音楽
之友社・2011年）

増田義郎「ブエノスアイレス―ガルデル
とボルヘスの町」荒このみ編『7つの都
市の物語―文化は都市をむすぶ』所収、
173-202頁（NTT出版・2003年）

山田真一『エル・システマ―音楽で貧困
を救う南米ベネズエラの社会政策』（教
育評論社・2008年）

山田真一「ディエゴ・マテウスを育んだも
の―『エル・システマ』出身の逸材」『サ
イトウ・キネン・フェスティバル松本
2011 プログラム』所収、46-47頁。

小澤征爾音楽塾ウェブサイト「インタ
ビュー 指揮 ディエゴ・マテウス」（2023
年2月1日）
https://rohmtheatrekyoto.jp/archives
/interview_diego-matheuz/

ベネズエラ大使館ウェブサイト「エル・
システマ」
https://venezuela.or.jp/trivia/el_sist
ema/
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水戸室内管弦楽団・
別府アルゲリッチ音楽祭共同制作
水戸室内管弦楽団
第111回定期演奏会
2023.5.13（土）19：00、14（日）15:00
指揮：ディエゴ・マテウス
ピアノ独奏：マルタ・アルゲリッチ
全席指定 S席￥18,000、A席￥15,000、
B席￥12,000

●プログラム
プロコフィエフ：交響曲 第1番 ニ長調
　作品25 〈古典的〉
ストラヴィンスキー： 組曲〈プルチネッラ〉
コダーイ： ガランタ舞曲 
ラヴェル： ピアノ協奏曲 ト長調

■公演情報

シモン・ボリバル・オーケストラ ©Welland

予定枚数終了
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　 欧米

2年以上閉鎖

間、私 日本 8回帰 。帰国

度 実質15日間 強制隔離

。帰国 空港 検査 、陰性

厚生省指定 車 申請 住

所 移動 、 外 一歩 出

許 。毎日何度 現在地

確認 、 室内 事

確認 1分間自分 顔

背景 移 命令 。 合

計120日行 計算 。8回目

隔離 、政府 指定 宿泊施設

8日間 強制隔離後、7日間別 申請

場所 。

3歩歩 壁、部屋

出来 。狭 部屋 見

景色 真向 巨大立体駐車場

空 見 、

刑務所 入

気分 。丁度

侵攻 始 時

期 、自分 住

2国向 起

戦争 報

道 毎日見 。

今 放送映像

違 、住民

撮 現状

映像 生々 。

戦争

頃私

十分届 地域 住

、陸続

有事 恐

身 感

。

　見 祖母 事 思

浮 。祖母 満州 渡 日

本 帰 、東京大空襲 足 骨折

戦争中 治療 出来 、折

足 抱 最期 迎 。戦争

事 殆 語 足

。工場 休憩 苦

耳 「 ？」

訊 「空襲警報」 言 、雷 鳴

「B29」 言 5枚 布団 下 大

汗 。希望 期待 渡

満州。 帰 壮絶

聞 。現在 起 映

像 流 初 祖母 体験 想像

今、当時 小

、祖母 大変 少 想像

後悔

。「大変 」 孫 言

、祖母 少 慰 。

毎回 強制隔離 面倒 思

始 自分 深 恥 。

自分 平和 便利 社会

育 。 撫

自分 好 物 好 日時 届 、

押 好

変 電気 、日本

。 日々耳

事件 起 度、 思

。人 人 「物」 思 始

。

黙 子供 。

「 」 思

止 、人間

。

「物」 、「人間」 時

対処方法、 方法

、自分 含 現代 人間 知

。

　私 知人 広島 原爆 被爆

方 話 聞 際「 分

」 言 。

、体験 我々 、被爆

方々 苦悩 悲 到底分

。爆弾 音、恐怖、周

飛 物 空気、助 求

人々等 状況 、話 聞 想

像 。 想像

、現代 我々 非常 少

。

　 人収容所

生 残 現在101歳 ・

自分 身 起

体験 高校生 若 人々

伝 会 言 。「人間

。敬意 人 接

」。自分 相手 言

傷 、 人 立場

考 。 思 日々行

～想像力を羽ばたかせて、生き、歌う～
藤村実穂子（メゾ・ソプラノ）

特別寄稿

©R&G_Photography



動 本当 大変 。人 傷

生 事 無理

。「人間自分 事 分

、他人 事 分

」 言 通 。

、 私 思 。分 気持

大切 。自分

場 分

、想像

。 「人間 」

。 、戦争

他人 思 大切 、命 重 、

思 。

　私 歌曲 夕 曲 選 、

曲 歌詞 並 方 一 物語 作

思 。 詩人

気持 言葉 、 言葉

作曲家 感 音

与 想像 。歌

涙 出 曲 、同 小

節 何度 何度 繰 返

滲 曲 。作曲者

感 和音 、何故

変調 考 、本能

感 。 表現

何度 疑 。何故 作曲

他人様 、詩 主人公 「私」

、 時代 職業

或 立場 人 。主人公

年齢 、 生活

詩

取 。非常 不器用 私 作

業 1年以上繰 返 。 主

人公 出来 、舞台

歌 時間 。聴 下

全 知 方々 、

一瞬一瞬、瞬間瞬間 共有 。

酸素 透明 糸 一人一人

、自由 。手

間 愛情 育 花 硬

小 花 、

開 似 。

　1989年 出会 常 素晴

聞

・ 、日本政府

対策 外国人 日本 入国

措置 取 、本来予定

日程 日本入国出来

。

言葉 音 突

止 毎回

必死

。舞台 共

詩 中 同 絵

見、同 空気

吸 、主人公

立場 「 」

稀有 、公演 日程 延期

頂 。

求 皆様、

皆様 多大 迷惑 掛

、 場 心

詫 申 上 。

払 戻 受 付 方々 、心無

言葉 掛 心

願 。 言葉 味方

、 上 鋭利

刃物 得 。
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藤村実穂子
メゾ・ソプラノ・リサイタル
2023.4.16（日）15：00
ピアノ：ヴォルフラム・リーガー
全席指定 一般¥5,000、
U-25（25歳以下）¥1,500

●曲目
モーツァルト：
　静けさは微笑み K.152(210a)
　喜びの鼓動 K.579／すみれ K.476
　ルイーゼが不実な恋人の手紙を焼く時 K.520
　夕べの想い K.523
マーラー：さすらう若人の歌
　第1曲 恋人の婚礼の時
　第2曲 朝の野を行けば
　第3曲 胸の中には燃える剣が
　第4曲 恋人の二つの青い眼
ツェムリンスキー：6つの歌 作品13
　1. 三人姉妹
　2. 目隠しされた乙女たち
　3. 乙女の歌
　4. 彼女の恋人が去った時
　5. いつか彼が帰ってきたら
　6. 城に歩み寄る女
細川俊夫：
　2つの子守唄（日本民謡集より／編曲作品）
　1. 江戸の子守唄
　2. 五木の子守唄

■公演情報

共演のヴォルフラム・リーガー

2018年2月のリサイタルより
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―プロフィールを拝見していて、イタリ

アに留学というのが目にとまりました。

私 高校 卒業 少 前 、恩師

田中希代子先生 他界

。希代子先生 17歳 18歳

留学 、

同 年頃 自分 留学

気持 自然 湧 起

。留学先 、 一般

的 、

選 、高校生 頃、

上野 東京文化会館 国際

、毎日学校 帰 聴

行 。私 惹 演

奏 人 見

、 「 音楽院

・ 教授 師事」 書

。皆 個性

的 演奏 、習

先生 同 興味

、 先生

受 思 。

―実際に留学されていかがでしたか。

「洋子 曲 持

？ 風 弾 ？」

聞 、 実現

体 使 方 教

。 生徒

個性 伸 形

、先生 「 」 決

一切 。

先生 、

幼少期 先生

氏 習 、

的 受 継 先生

。 人 、練習

、本番 緊張 思

通 経験

思 、 結果

、 先生 心 体

研究 。

―菊池さんは、ピアノを弾いている

時に意識していることはありますか。

演奏者自身 耳

響 聴 、演奏中 姿

勢 意識 。前屈

姿勢 、音 、視野 、自分 意

識 、狭 範囲 限 。

「理想 ・

・ 」 先生

。 背

付 椅子 使 、 背

付 弾 。

鍵盤 自分 体 間

、腕 状態

保 、

。 言 、

手 動 結構 、体

重心 安定 。

―菊池さんはフォルテピアノも演奏

なさいますね。

古楽器 弾

先生 。 先生

自身 趣味 、年代物 鍵盤楽

器 120台 所有

。 、私 当時住

建物 下 階 置

、夜 自分 楽

来 色々 楽器 弾

。 音 上 階 私

部屋 聴 、面白 音

楽器 思 。

先生 音楽院

科 作 、私

3年間、勉強 。

―2002年にはモーツァルト国際コ

ンクールで優勝なさいます。

時 ・ 弾

、古楽器 勉強 活

「珠玉のピアノ小品集」でヨーロッパ旅行を
聞き手：関根哲也菊池洋子（ピアノ）インタビュー

©Yuji Hori



良 機会 。高度 工業製

品化 現代 楽器 違 、

本当 1台1台 手作

、楽器 違

。 、

、 、 、

音色 違 。私

音楽 対話 音楽 思

、 曲 言葉

聴

考 、

音色 発音 仕方 学

大 。 客様 中

、私 ・

弾 時 「

音 聴 」 言 人

結構 、 嬉 思 。

―今回のコンサートではお得意の

モーツァルトも弾いてくださいますね。

“ 小品集”

、 〈 星

変奏曲〉 、 親

曲 。

中 、

曲 入 、自分 編曲

〈白鳥 湖〉 ”情

景” 、変化 富 楽

思 。

絶対 日本 方 聴

思 曲 〈

〉。 、 奏者

・ 友達

作曲家 、〈 〉 題名

、 系 ・

曲 。

―プログラム全体としてはヨーロッ

パを旅するようなイメージでしょうか。

、音楽 旅 。最

初 出発

、 行 、

、 。

行 、次

行 。

渡

聴 、

戻 感 。

―バボラークさんは水戸室内管弦

楽団のメンバーとして水戸芸術館の

お客様にもお馴染みですが、よく共演

されていますね。

知 合 20年 。

最初 彼

・

話 。

私 住 始 頃、「

長 目 見 僕

気 ？」 聞

、「 」 答 。

、具体的 決

、私

毎週火曜日 練

習室 予約 長 時間

。 私 彼

特訓 受 感 、本

当 豊 時間 。 思

変 音楽家

。作曲家

、 楽譜 忠

実 演奏

、 枠 中 自由 演奏

、 彼 基本姿勢 。

私 音楽作 方向性 、彼 影響

多大 受 思 。

―菊池さんがヨーロッパの拠点とし

てウィーンを選んだわけは？

私 主 、

、

活躍 作曲家 作品

、 落 着 自然

流 感 。街 少

歩 、 作曲家

住 記録 見

。 、 、

…偉大 作曲家 名前

、彼 存在 身近

感 。

、 2年半 行

、昨年9月

少 活動

。 、 3月

国立音楽大学 教

決 。

―ますますお忙しくなりますね。

時代 経験 、

世界 様々 情報 得

、 実際

自分 行 、肌 感

大切 、 暮

得 、 感

。

伝統 可能 限 学 、 客様

届 思 。

（2023年2月7日 Zoom ）
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ちょっとお昼にクラシック
菊池洋子（ピアノ）
～珠玉のピアノ小品集～
2023.4.26（水）13：30
全席指定 ¥1,500

●曲目
ドビュッシー：月の光
モーツァルト：きらきら星変奏曲 K.265
シューベルト：即興曲 作品90の2
ベートーヴェン：エリーゼのために
クラフリック：トッカータ
リスト：愛の夢 第3番
チャイコフスキー：《白鳥の湖》より 情景
ショスタコーヴィチ：
　バレエ組曲 第3番より ララバイ
ショスタコーヴィチ：《黄金時代》より ポルカ
バーバー：子守唄
グリュンフェルト：ウィーンの夜会

■公演情報
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INFORMATION
※以下は3月2日現在の情報です。
　公演等に関する最新情報は当館Webサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）
学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト
https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴
きいただけます
https://radiko.jp/

◆藤村実穂子 メゾ・ソプラノ リサイタル 
 4.16（日）15:00
 料金［全席指定］一般¥5,000／U-25（25歳以下）¥1,500

◆ちょっとお昼にクラシック 菊池洋子（ピアノ）
 4.26（水）13:30
 料金［全席指定］¥1,500（カップオン サザスペシャルブレンド1枚付）

◆水戸室内管弦楽団 第111回定期演奏会
 5.13（土）19:00、5.14（日）15:00
 料金［全席指定］S席¥18,000／A席¥15,000／B席¥12,000

コンサートホールATM

4・5月の主な音楽イベント

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／要事前予約）
□4.2（日）12:00～12:30／13:30～14:00 塩澤真輝
□4.22（土）12:00～12:30／13:30～14:00 大谷内映
□5.4（木祝）13:15～14:00 龍田優美子&丁大龍 ★ゴールデンウィークスペシャル

□5.28（日）12：00～12：30／13：30～14：00　平野由衣

チケット・インフォメーション
《3.25（土）発売分》
■田中宏明 ピアノ・リサイタル
 6.10（土）17:00

《4.29（土）発売分》
■オルガン・レクチャーコンサート Vol.7
 7.2（日）19:00

■中村真由美・中村佳代 デュオ・リサイタル
 7.9（日）15:00

《4.29（土）発売分》
■Ensemble cinq couleurs
 8.20（日）14:00

《5.27（土）発売分》
■0歳からのわくわく
　オルガン・コンサート
 8.11（金祝）11:00

好評
放送中!

◆ゆうくんとマットさんの「くものすおやぶん とりものちょう」
4.29（土）11:00～／15:00～
4.30（日）、5/2（火）～5（金）各日11:00～
［原作］秋山あゆ子『くものすおやぶん とりもの
ちょう』（福音館書店）
［脚本］Ukm3＋又吉知行
［構成・演出］Ukm3
［出演］ゆうくんとマットさん（大内真智・小林祐
介）、堀口理恵、ほしら、篠原立

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

◆磯崎 新 ―水戸芸術館を創る―
3.1（水）～6.25（日）
［休館日］月曜日
（祝日の場合は翌火曜日）
［開場時間］10:00～18:00
（入場は17:30まで）
［入場料］ 無料

現代美術ギャラリー

お酒を飲むことはおそらく身体に負担がかかることなのでしょうが、近所のバーでバーテ
ンダーさんと他愛もない話をしながらグラスを傾けていると、なぜだか心も身体も（財布
も）軽くなります。まさに「バーテンダーは心の名医」（鴻）

アルゲリッチさんがピアソラを弾いたCDはないかな、と探しましたら、いくつか見つけら
れました。なかにはアルゼンチンのタンゴ演奏家たちと共演した録音も。熱い演奏。ピア
ソラでもアルゲリッチさんはやっぱり凄かった! （篠）

江戸時代に「UFO事件」があったことなど知らなかった。UFOたる「うつろ舟」が漂着した
のが神栖の舎利浜だと伝えられていることも。話題の常陽史料館「うつろ舟」展。まさに
地元茨城に伝わるミステリーで、頭の中は?だらけになった。（て）

春が近づいてきました。昨年は、お酒を飲みながら花見、、どころか、花見すらも出来な
かったので、今年こそは花見だけでもしたいです。でも、千波湖の桜のライトアップ見なが
らお酒飲めたらきっと最高ですね! （春）

近所の市役所にストリートピアノがある。元は廃校になった小学校音楽室で半世紀以上
使われたグランドピアノとのこと。先日弾いてみたら、通りがかりの方々と束の間、温かい
やりとりが生まれた。ピアノから広がる輪に感謝。（樹）　　　　

1985年から学生時代を過ごしたつくばには、磯崎新氏のつくばセンタービルが2年前に完成してお
り、ここで私はポストモダンの洗礼を受けた。その後、水戸芸術館で再び磯崎建築に身を寄せてい
る。磯崎氏発案の3部門合同企画「日本の芸術1960s」は私の宝物だ。氏の冥福をお祈りする。（中）

【開催日】 6.17（土） 鍵盤楽器・弦楽器・邦楽器部門（以上ソロ）、
 邦楽アンサンブル部門
【申込受付期間】5.6（土）～5.20（土）
※受験資格などや応募方法などは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の名手・名歌手たち 第31回 出演者オーディション
10.29（日）に開催予定の演奏会に向けて出演者オーディションを行います。

【対象】茨城県にゆかりのある演奏家や県内を中心に活動している演奏団体
【申込期間】5.9（火）～6.9（金）
※応募資格や応募方法などは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の演奏家による演奏会企画
2024年度に開催する演奏会企画を募集いたします。

・実技レッスン（初級）：秋から半年間、12回のレッスンで基本的奏法を学ぶコース（定員4名）。
・実技レッスン（中級）：初級を修了した方が、より高度な曲に挑戦するコース（定員 若干名）。
・一回体験：気軽にオルガンを体験できる1時間のコース（定員12組）。

【申込受付期間】4.1（土）～4.30（日）
※レッスンの日程や応募方法は当館Webサイトをご覧ください。

市民のためのオルガン講座 2023年度受講生募集

今年はお花見、
できるといいよね。

外でも燗酒飲みたいなぁ。

予定枚数終了


